


かつて人々に恐れられた病気「天然痘」は、感染力が強く、全身に膿疱（水疱の中に膿がたまる）ができ、

死亡率が高い病気として世界中で流行していました。また、死には至らなくても、痘痕といわれるひどい跡

が顔に残り見た目が定まる（悪くなる）ことから、江戸時代には「見目定めの病」とも言われていました。

日本では、すでに奈良時代には天然痘の流行がみられます。江戸時代には、毎年流行するようになりま

した。

この天然痘は疱瘡神（疱瘡＝天然痘）がもたらす病気と考えられていました。そこで、疱瘡神をお祀りし、

感染しても軽くすむように祈りをささげ、回復すれば疱瘡神を送り出すという風習がありました。また、軽く

すませるには赤いものを身につけるとよいと言われていました。これは、赤が古くから魔除けや災難除け

の代表的な色とされ、天然痘が軽くすむことを約束してくれると考えられていました。そこで、子どもを守ろ

うと達磨人形やおもちゃの色にも赤い色が使われました。
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み め さだ やまい

疱瘡絵と呼ばれるもので、疱瘡

神から逃れるため魔除けとし広

まりました。様々な絵柄があり

ますが、回復後は川に流す風習

があったため、あまり残ってい

ません。

「鯛車」はお祝いなどに用いら

れたおもちゃで、鯛も赤いこと

から、お守りとされました。

祭壇に疱瘡神が祀られて

います。疱瘡(天然痘)に

かからないように、か

かっても軽くすむように

祈るもので、手前の子ど

もを疱瘡から守ろうとし

ています。
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